
● 「LGBTQ+性的少数者への差別を禁止する法律等の
制定を求める意見書」
● 「PFOA等についての健康基準を速やかに定めるとともに
健康影響調査及び疫学調査を求める意見書」

●「手話言語法」の早期制定を求める意見書
●認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書
●新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常を守る取り組みの
強化を求める意見書
●アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意見書
●地域のグリーントランスフォーメーション（GX）の促進を求める意見書

　発がん性・胎児への影響・ワクチン効果の低下等が指摘される有機フッ
素化合物PFOAが全国一の高濃度で摂津市地下水から検出され、健康
被害などの不安が広がっています。発出源は西一津屋にある「ダイキン
工業淀川製作所」です。
　「PFOA汚染問題を考える会」が調査・対策を求めるインターネット
署名を立ち上げ、３ケ月足らずで２万３千人超が集まり、環境省・ダイ
キンへそれぞれ提出しています。また、大阪府・摂津市にも同署名は提
出され、府は主たる汚染源をダイキンと認め「市と連携してダイキンに
調査と対策を促進させる」と明言しています。日本共産党議員団はこう
した状況も議会で示し、代表質問や委員会質疑を通じて市民の健康不安
を解消するためにも「健康影響調査」等を実施するよう求めてきました。

　議会では「市民の一番の不安は健康への影響」と、国による摂津市で
の実態調査を求める意見書を昨年に続き全会一致で可決しました。さら
なる市民の声で調査・対策を求めていきましょう。
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　中学校での全員給食に向けて、教育委員会は給食センター方式を軸に検討を進めてきましたが、
これまでセンターの建設予定地が示されず、2026年度の実施が危ぶまれていました。

給食センター建設予定地、鶴野第２公園を廃止転用か

　これまで、小学校給食で培ってきたノウハウをはじめ、「摂津市
の学校給食の良さ」を引き継いだものでなければなりません。同じ

メニューであったとしてもこれまでの自校調理とセンター
での調理で、どう違いが出るのか検討も必要です。調理業
務は民間委託が前提で話が進められていますが、直営で開
始することも併せて検討することを求めました。

安全安心のおいしい給食に
委託ありきではなく直営も検討を！

　今回、鶴野地域のごみ焼却施設「環境センター」の跡地を、防災
機能を備えた高台公園化、そして青少年運動広場横の鶴野第２公園
を給食センター用地に転用するなど公共施設の再編計画が示されま
した。しかしこの降って沸いたような計画に地域住民は
困惑しており、疑問に応える丁寧な対応が必要です。
　また、センターの箱ものの検討とあわせてそこでどん
な給食を作るのか、その中身の議論が大事です。

用地確保は住民の納得と合意で

実現へ中中学学校校全全員員給給食食

全国一の高濃度汚染全国一の高濃度汚染 調査・対策求めるPP FF OOAA
「PFOA汚染問題を考える会」のネット署名が23,000人超市民団体
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